
指定管理者評価シート［自己点検・所管課モニタリング用］　（令和7年度実績）

施設概要

施設名称

所管課名

指定管理者名

設置目的

基本理念

行動規範

業務内容

評価結果

評価理由

【施設の経営方針に関する事項】
１　施設の現状認識・取り巻く環境の理解・管理運営の方向性
施設の設置目的や基本理念、
行動規範などを踏まえた現状
認識並びに経営方針を確立し
ているか

4 / 5

前受託期間からの人気講座である「ゼロ・ウェイストプロジェ
クト」は、幅広い年齢層の参加者を動員した。
さらに、区民の３Ｒに関する意識向上のため、WSを交えた講
座の開催や、パネル展にて区と企業の連携事業を展示した
り、コンポストを活用した年間コミュニティ活動も継続的に実
施した。また、荒川河川敷で開催される区の大規模イベント
を意識した講座やパネル展を実施するなど、施設の立地を
生かした事業展開も見られた。催事面では、施設の開館２０
周年を記念したイベントを開催し、多くの来場者を記録する
など、盛況であった。
不用品の販売等については、家具の受入れ方法を変更す
るなど、利用者の利便性向上に努めた。
今後も、施設の設置目的、基本理念等を踏まえた運営に努
めていただきたい。

4 / 5

東京都板橋区立リサイクルプラザ 所在地 東京都板橋区舟渡四丁目16番6号

資源循環推進課 指定期間 令和7年4月1日から令和12年3月31日まで　　（指定第2期）

板橋３Rみらいプロジェクト
指定管理者の
所在地

代表企業：東京都千代田区神田神保町二丁目30

リサイクルプラザは、資源の有効活用に関する区民意識の啓発並びに知識及び経験の普及を図り、資源循環型社会の形成に寄与することを設置の目的とする。

①利用価値向上の視点
　ごみ減量・リサイクルを視野に入れたイベント・各種講座・不用品のリユース等の事業を展開することで、リサイクルプラザの認知度、来館者及び利用機会の増加を図り、施設の独自性を活かした利
用価値の向上を目指す。
②人材育成機関の視点
　環境負荷の少ない生活様式や資源循環型社会の理想像を掲げ、長期的な視点（ストーリー性）を持って、独自性ある事業を展開することで、ごみ減量・リサイクル意識の高い人材の育成機関として
の位置づけを目指す。
③能動的活動の視点
　リサイクルプラザが主導して、地域、教育機関、企業、各種団体等へ積極的に働きかけを行い、成果のみえるごみ減量・リサイクル活動を展開することで、資源循環型社会の核となる位置づけを目
指す。

①　東京都板橋区立リサイクルプラザ条例、その他関係法令マニュアル等の遵守
②　環境に配慮した管理運営と安全・安心で快適な施設環境の提供
③　利用者サービスの向上と施設利用者数の増加
④　区民意見の管理運営への反映
⑤　コスト削減を意識した事業運営
⑥　利用者ニーズの把握と利用者目線での魅力ある事業実施
⑦　積極的な事業展開と新鮮な情報提供
⑧　ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）に向けた取組みの実施

・施設の利用許可等、利用者への必要なサービスの提供に関すること。
・不用品の収集及び提供、利用料金の収受等に関すること。
・リサイクルプラザの施設の管理運営に関すること。
・リサイクルプラザの施設の利用に関すること。
・リサイクル等に関する知識等の普及・啓発に関すること。
・リサイクルプラザの施設及び付属設備の維持管理に関すること。
・危機管理に関すること。
・その他区が必要と認める業務。

二次評価（所管課による評価）

実施結果やサービス水準の増減理由など 評価点 評価点

区民に対し、３Ｒに関する意識向上と実践を促
進するための場所と機会を提供する。
立地を生かした利便性を提供する。

二期目受託の一年目は、二か月にわたる空調設備工事や照
明工事が行われ設備面の充実が図られた一年であった。
それに伴い日曜日の臨時休館日が例年より5.5日増加した他、
多目的室の利用が制限される等、事業展開に制約があったも
のの、開館20周年を記念し、区長を招いての全館イベント「20
周年まつり」を開催した他、一期目から継続している「ゼロ・ウェ
イスト・プロジェクト」や「コミュニティコンポスト活動」に加え、災
害対策をテーマとした講座や花火大会のパネル展、板橋CITY
マラソンに向けたランニングクリニック等、荒川河川敷で開催さ
れる区のイベントや立地に関し理解を深める講座・パネル展を
新たな取組みとして開催した。
また、リサイクル家具の受入れ方法として、新たに「直接持込
み」での受入れを開始し、資源循環促進の機会拡大に努め
た。

評価項目 事業の目標と具体的な取組
一次評価（指定管理者による自己点検）
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２　経営方針に基づく具体的な行動

R7 R8 R9 R10 R11

目標 30,000人 31,000人 32,000人 33,000人 34,000人 87.9%

実績 26,371人

増減
理由

駐車台数 目標 4,200台 4,250台 4,300台 4,350台 4,400台 90.2%

実績 3,790台

増減
理由

利用者数 目標 510人 520人 530人 540人 550人 87.8%

実績 448人

増減
理由

利用件数 目標 240件 245件 250件 255件 260件 62.1%

実績 149件

増減
理由

家具回収 回収点数 目標 770点 780点 790点 800点 810点 98.4%

実績 758点

増減
理由

家具販売 販売点数 目標 750点 760点 770点 780点 790点 78.4%

実績 588点

増減
理由

不用品提供 提供者数 目標 2,450人 2,500人 2,550人 2,600人 2,650人 110.3%

実績 2,702人

増減
理由

イベント 実施回数 目標 31回 32回 33回 33回 33回 83.9%

実績 26回

増減
理由

パネル展 実施回数 目標 12回 12回 12回 12回 12回 100.0%

実績 12回

増減
理由

体験講座 実施回数 目標 43回 44回 45回 45回 45回 102.3%

実績 44回 #VALUE!

増減
理由

出張講座 実施回数 目標 21回 22回 23回 23回 23回 81.0%

実績 17回

増減
理由

アンケート イベント満足度合 目標 95.0% 95.0% 95.0% 95.0% 95.0% 101.8%

実績 96.7%

増減
理由

①

5 / 5

区民のリユース意識の高まりを受け、受け皿として機能して
いる。今後についても、持込み件数の増加が想定されるた
め、リユースの更なる拡大に努めていただきたい。 5 / 5不用品の提供者は前同比109%となり目標値を上回り、区民全

体でのリユース拡大に寄与している。

5

5定期的にイベントを開催しつつ、エコポリスセンターでの子ども
服交換会の開催や、開館20周年記念イベントを実施するなどし
たが、人員体制の変更や出張講座との調整の影響で、目標に
届かなかった。

毎月様々なテーマで継続的に取り組み、資源循環や区事業へ
の区民の意識啓発を推進する機会を提供し、特に2月は20周
年まつりと連動したパネル展を実施し、目標を達成した。

5月・6月は多目的室が工事で使用できなかったが、屋外含め
別会場で開催し、年間を通してニーズのある講座の企画・実施
に努め、目標値以上の回数を達成した。

年度当初は人員体制が整わず、実施を見送ったこともあり、目
標値を下回った。

/

/

5

/

②
③

②
③

②
③

①

5

/5

3

5 /

3

5

施設改修工事による多目的室の利用制限の影響はあった
が、ゼロ・ウェイストプロジェクト及び金継ぎ講座などは、講座
内容から人気を博しており、参加者に良いものを提供出来
た。今後は、より多くの講座を開催し、希望者が多く参加出
来る体制の構築に努めていただきたい。

人員体制の未整備や変更により、思うように事業が展開出
来ず、目標値には届かなかった。今後も引き続き積極的に
参加を行い、実施回数の目標値達成に努めていただきた
い。

各イベントの満足度は軒並み高く、企画を考案する運営側
の努力の賜物である。一方で、少数であるが満足しなかった
と回答した意見を分析し、次に生かしていただきたい。

5

/

/ 5

4

3

2

4

3

3

5

/ 5

5

/ 5

5

/ 5

/ 5

/ 5

5

来館者の減少に伴い、利用台数が減少し、目標値を下回っ
た。無断駐車などの不正利用者に対しては、引き続き取り締
まりを徹底し、健全な運営に努めていただきたい。

来館者の減少により、利用者数の伸びは厳しく、目標値に
届かなかった。それでも荒川河川敷でのイベント開催時に、
利用を呼び掛ける広告を配布するなど、利用者増加に努め
た。

施設改修工事による利用制限及び休館日の増加によって
利用件数が減少した。ただし、改修工事によって施設設備
は向上しており、今後の利用拡大施策に期待したい。

3

評価理由 評価点

① 利用者の増加 来館者数基本理念の達成に向けて、経
営方針に基づく具体的な目標
や取組、サービス水準を設定
し、業務に取り組んでいるか

① 駐車場利用台数
の増加

シャワー利用者
数の増加

5

/ 5

5荒川河川敷で開催されるマラソンイベント参加者の需要は一定
数取り込めたが、目標値までは届かなかった。

4

3

/

/

/

①

/

施設改修工事により、例年と比べ休館日が多かったことや、
施設の利用制限の影響があり、目標値を下回った。人気イ
ベントの出張開催などは、以前から要望があったものであ
り、今後も同様の状況が想定されるため、来館者増加に繋
がる施策の展開に期待したい。

3 / 5施設設備工事に伴う日曜日の臨時休館が例年より5.5日増加し
たことや、従来荒川河川敷で開催されていたイベント会場の変
更、二か月にわたる空調設備工事、人気イベントの出張開催の
影響を受け、目標値を下回った。

来館者数減少に伴い、付帯設備である駐車台数は減少した。

4

3

3

/

/

基本
理念

具体的な目標 サービス水準
目標値・実績値（経過）

評価点

多目的室の利用
増加

5二か月にわたる空調設備工事のため利用停止となる期間が
あったことや、臨時休館日数の増加の影響を受け、利用件数は
減少した。

2 /

①

①

①

②
③

5

人気イベントの出張開催、開館２０周年イベントなど、例年に
ない形態での実施に果敢に取り組んだが、目標値に届かな
かった。今後は、イベント開催での啓発効果を高めるため、
オンライン化等も積極的に検討していただきたい。

毎月様々なテーマの展示を継続して行い、目標値を達成し
た。正確な参加人数の把握は困難であるが、テーマを吟味
し、積極的な周知活動を行い、参加者の増加に繋げていた
だきたい。

来館者の減少がそのまま販売点数にも繋がり、目標値を大
きく下回った。家具の下見時の目利きを磨き、販売に繋がる
魅力的な品を展示し、販売実績の向上に努めていいただき
たい。

家具の受入れ方法を変更するなど、利用者の利便性向上
に努めた結果、目標値には僅かに届かなかったが、今後に
期待できる内容であった。

5

継続実施している企画も、新規企画も総じて高評価を得た。

持込みでの受け入れを新たに開始したため増加し、目標値に
近い実績値となった。

臨時休館数の増加などによる来館者減に連動し、販売点数も
目標値の78％どまりだった。

5

5/

5
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情報誌 配布部数 目標 15,000部 15,000部 15,000部 15,000部 15,000部 124.0%

実績 18,598部

増減
理由

ＳＮＳフォロワー 各種フォロワー合計数 目標 1,330人 1,360人 1,390人 1,420人 1,450人 123.1%

実績 1,637人

増減
理由

実施回数 目標 17回 18回 19回 20回 21回 105.9%

実績 18回

増減
理由

職場体験 実施回数 目標 3回 4回 5回 6回 7回 33.3%

実績 1回

増減
理由

【行動規範に関する事項】

二次評価（所管課による評価）

評価理由

法令遵守（法令、区条例、区
規則、その他区が定める規程
及び協定書に則り、信義に従
い誠実に対応しているか）

4 / 5

基本協定書及び年度協定書に従って運営を行っている。ま
た、年に一度社内監査を行い、適切な運営状況かを確認し
ている。 4 / 5

暴力団等の排除（暴力団等の
排除について適切に対応して
いるか） 4 / 5

契約時に取り交わした覚書に明記があるように、暴力団排
除を徹底している。また、業務上で契約行為を行う際は、本
社で信用調査を行っている。 4 / 5

平等な利用の確保（特定の団
体や個人に偏ることなく、平等
な利用実態となっているか） 4 / 5

募集対象に偏りが出ないように老若男女問わず参加可能な
イベント・講座を企画している。今後も引き続き、全利用者が
快適に利用できる施設環境の整備に努めていただきたい。 4 / 5

ノーマライゼーション（障がい
者や高齢者等に配慮した運営
となっているか） 4 / 5

全ての利用者が快適に過ごせるように、車椅子及び老眼鏡
などの福祉用具を適宜貸し出している。

4 / 5

【管理体制に関する事項】

職員の雇用形態（施設運営に
責任の担える安定的な雇用形
態となっているか）

3 / 5

年度当初の人員不足や、年度途中の人員変更など、例年と
比べやや不安定な部分はあったが、一定数の常勤職員を
確保し、施設の円滑な運営に努めていた。また、家具回収・
維持管理については、専門人員を確保するなど、事業の安
定的な運営にも努めている。

3 / 5

職員の労働条件（労働法規等
を遵守した適正な勤務体制と
なっているか、職務能力等に
対応した適正な給与体系が
整っているか、休暇制度や職
場環境の改善、福利厚生制度
等就業状況に配慮がなされて
いるか）

4 / 5

常時、館長または副館長が出勤しており、意思決定及び責
任体制の機能を確保し、円滑な施設運営を可能としてい
る。また、個々の職員にかかる負荷を分散するようにシフトを
組んでいる。

4 / 5

職員の配置体制（適正な職員
配置となっているか）

3 / 5

館長、副館長、事業統括責任者との相互の連携を意識した
運営をしており、適切な人員配置を行っている。今後は、急
な人員減に対応出来るよう、互いの業務への理解を深めて
いただきたい。

3 / 5

一次評価（指定管理者による自己点検）
事業の目標と具体的な取組

実施結果やサービス水準の増減理由など
評価点 評価点

③

5

5

5

51 / 1 /

5 / 5

施設が取組む活動について、年間を通して継続発信し、各
種ＳＮＳフォロワー数が増加傾向であり、目標値を大きく上
回った。今後も引続きＳＮＳを活用した情報発信に積極的に
取組んで欲しい。

5 / 5展示家具、講座・イベント告知、コミュニティ活動、プレイランド
等の情報を継続発信し、フォロワーが増加しており、目標値を
大きく上回った。

月刊誌14,400部の発行と、ゼロ・ウェイストプロジェクトのチラシ
700部に加え、20周年まつりのポスター・チラシを町会・区内施
設等に3,498部配布し、目標値を上回った。

①

/

5

5

5 /

例年発行している月刊誌及び事業のチラシに加え、２０周年
イベントの広告などにも積極的に取り組んでいた。

/

①

板橋区立リサイクルプラザ条例および同条例
施行規則の規定に従い、管理業務に関する
基本協定書・年度協定書を締結した。

板橋区との契約締結を踏まえ、基本協定書・年度協定書を締
結し、その定めに従い運営している。

5

依頼自体が少なく、目標値に届かなかった。今後も、積極
的な受け入れや施設の認知度を向上させる広報活動にも
注力いただきたい。

②

依頼がなく、目標値に届かなかった

5

5

ボランティア・ＮＰ
Ｏとの連携

区内環境施設や協議会・協会など各種団体等と連携し、講座・
パネル展やイベントを開催した。

/

ＮＰＯ団体と連携し、講座やパネル展示を行った。今後は、
区立の環境施設や教育施設、他課のイベント等との連携も
模索し、実現に結び付けていただきたい。

運営管理を効率的に行うために業務形態に
あった適正な人員配置を行う。

館長が事業企画、総務経理、維持管理、副館長が不用品回
収・販売をそれぞれ分担し、相互に連携した一体的な施設運
営を行っている。

施設の安定的な管理運営のため、労働基準
をはじめとする関連法令を遵守し、適正な雇
用形態で人材を構成する。

館長、副館長、企画担当は常勤として雇用し、円滑な施設運
営に努めている。年度当初には体制不足があったが、年度中
に整えた。また構成企業の板橋建物総合管理協同組合からも
不用家具回収・維持管理など専門要員を確保している。

暴力団をはじめとする反社会勢力と一切の関
係を持たない。

東京都板橋区暴力団排除条例に従い、暴力団等反社会勢力
との関わりは持っていない。

あらゆる区民に公平で平等な管理運営を行
う。

老若男女、ハンディキャップ、職業、国籍等、分け隔てなく誰も
が平等にご利用いただけるよう講座・イベント開催やサービス
の充実に努めている。

誰でも・どこでも・一律に、安定して供給される
べきユニバーサルサービスを提供する。

老眼鏡の貸し出しを行う他、高齢者、身体障がい者への声が
けを心掛けている。

労働関連法規を遵守し、意思決定・責任体制
の明確な勤務ローテーションを整える。

館長・副館長のいずれかが出勤し、ショップ運営や講座・イベ
ントへの対応が円滑に遂行できる様シフト勤務に配慮を行い、
適切な労働環境の確保に努めている。
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職員の専門性（必要な専門性
を備えた職員が配置されてい
るか）

4 / 5

各担当者がそれぞれの業務に必要な専門知識を活用しな
がら運営を行っている、今後は担当者以外も幅広く施設の
運営に関われるように、職員間で情報共有をしながら、専門
性を身に付けていただきたい。 4 / 5

職員の研修体制（職員の指導
育成、研修体制は適切である
か） 3 / 5

職員の指導・育成、他施設での事故事例の共有、安全・防
災関連などについて、年間計画を立てて研修を行ってい
る。今後は、職員の専門性を高めるような研修も行い、各々
のスキルアップを図っていただきたい。

3 / 5

危機管理体制（事故・災害な
どに対する綿密な危機管理体
制が整っているか、ＢＣＰや災
害対応マニュアルの内容は適
切であるか） 4 / 5

代表企業が作成する危機管理マニュアルを共有し、緊急時
の危機管理体制を構築している。

4 / 5

安全対策（利用者の安全につ
いてきめ細かい対策がとられ
ているか）

4 / 5

引き続き感染症対策として、館内設備の消毒、換気、講座
開催時の密集回避などを徹底した。また、代表企業におい
て、安全対策の定期監査を行っている。他の環境施設との
情報交換等を引き続き行い、安全対策について高い意識を
もっていただきたい。 4 / 5

情報管理（個人情報の保護等
に関する指導の徹底など、対
策は万全か）

4 / 5

業務で扱う個人情報について、個人情報保護マニュアルに
沿って適切に管理している。また、代表企業が独自に個人
情報保護に関する動画研修を行い、全職員が受講した。

4 / 5

地域貢献（区内事業者の活
用、区民の雇用など地域への
貢献、地域との連携への配慮
がなされているか） 4 / 5

地域貢献を念頭に置き、施設職員の地元雇用及び施設維
持管理業務の区内業者活用を積極的に行っている。

4 / 5

【管理活動に関する事項】

経済性・効率性（費用対効果
は適切か、当初の目標どおり
管理運営経費が縮減されてい
るか）

4 / 5

環境講座「つくりかえ名人養成講座」の受講終了者がサ
ポーター登録し、金継講座開催時に協力するなど、地道に
活動の輪が広がっている。今後も、日本古来からの伝統技
法である金継継承のため、事業の更なる拡充に努めていた
だきたい。

4 / 5

妥当性（管理運営経費は、そ
の内訳を含め妥当であり、適
正に執行されているか）

4 / 5

収支計画に基づき適正に運営を行った。収支の執行割合
については、収入は100％超、支出は約98％超となった。今
後も適切な管理を行い、執行割合を常に意識していただき
たい。

4 / 5

設備の保守点検（設備機能の
維持に向けた保守点検は適
切であるか） 4 / 5

施設維持管理は、板橋建物総合管理協働組合が主体とな
り、仕様書に基づいて、保守点検の内容、報告から設備の
あり方まで管理している。 4 / 5

委託業務の妥当性（委託され
ている業務の範囲は適切であ
るか）

4 / 5

再委託業者からの報告書に基づき、今後も適切な運営に努
めていただきたい。 4 / 5

備品の管理（備品の機能維持
に向けた保守点検等は適切に
なされているか、購入備品の
登録手続きに遺漏はないか）

4 / 5

適切な備品維持管理のため、備品台帳を適宜更新しするよ
う努めていただきたい。

4 / 5

施設の運営に欠かせない業務経験を持った
職員を配置する。

館長は他区環境施設での豊富な職務経験を活かし、施設全
体の運営を統括している。副館長は他区環境施設の館長経験
や民間企業でのマネジメント経験を活かし、家具の下見・回収
業務を担当する指定管理会社をサポートしながら業務管理を
している。また、企画職員は、自らの経験や人脈を生かし、魅
力的な講座やワークショップを意欲的に企画している。

公共施設の職員として運営に適切な行動が
できるよう、防災・救急研修や個人情報保護
研修等を実施する。

年間を通して計画的に研修スケジュールを作成し、職員の指
導・育成に取り組んでいる。

リスクマネジメントの考え方に基づき、対応マ
ニュアルを整備し、リスクへの対応方法を構
築することで、職員全員が危機意識を高く
持って行動できる様徹底する。

代表企業が作成する「危機管理マニュアル」にて、緊急時の危
機管理体制を構築している。また、本マニュアルを全職員に徹
底し、安全管理意識の持続・向上に努めている。

各種感染症拡大防止対策を徹底する。代表
企業の安全管理体制のもと、職員全員が安
全管理に対する意識を強く持ち、日常巡回で
の安全確認を徹底する。

感染症対策は、館内2F休憩スペース・キッズコーナーの毎日
の消毒および講座・イベントでの密の回避等で徹底を図った。
また、代表企業において各施設の安全監査を実施し安全対策
の定期的チェックを行っている他、他施設との情報交換の場の
設定により、安全管理の意識向上を図っている。

金継の講師を養成する「つくりかえ名人養成講座『金継』」を実
施し、修了証受領者が金継講座のサポートを行ったり、自らが
金継教室を開催し環境活動の輪を広げる取り組みを行ってい
る。

年度ごとの具体的事業計画および方策につ
いては、板橋区所管課との協議の上、具体的
な施策や予算配分を行い準備を行う。

事業の支出を各勘定科目ごとに整理し管理している。施設職
員人件費、事業運営、維持管理、廃棄物処理など、それぞれ
の計画に基づき費用を精査・管理しており、収支計画書に則し
て適正に執行している。

仕様書に基づく設備点検を確実に行う。 構成企業の「板橋建物総合管理協同組合」が施設維持管理を
担当し仕様書に基づき適切な保守点検を行っている。

民間企業に義務付けられた「個人情報保護
法」と板橋区が定める「東京都板橋区個人情
報保護条例」を遵守する。全職員に対し、「個
人情報保護マニュアル」に基づく研修を行い、
徹底を図る。

個人情報保護マニュアルに従い適正な管理を行っている。
データで管理している情報は、PCから外部記憶媒体には許可
なくダウンロードができない仕様になっている他、個人情報は
絶対持ち出さないこと、個人情報が記載された紙は鍵のかかる
キャビネットに保管し使用後はシュレッダーで破棄すること等を
徹底している。

板橋区内の地域や人材に強力なネットワーク
を持つ「板橋建物総合管理協同組合」が構成
企業として参加し、業務委託は区内事業者を
優先して選定する。
また、職員の採用は、公の施設であることを
理解し、地元雇用を推進していく。

施設職員は地元雇用を積極的に推進して採用している。
施設維持管理・修繕工事などは、構成企業である板橋建物総
合管理協同組合が加わっている強みを生かし、公正に相見積
もりを取りつつも区内業者を積極的に選定している。

環境講座の講師を養成する講座を実施し、区
民から区民へ環境活動の取組みの輪を広げ
る働きかけを行う。

年度協定書に基づく委託業務を実施する。 構成企業の「板橋建物総合管理協同組合」が仕様書に基づき
委託業務を適切に行っている。

仕様書に基づく備品の登録・維持管理を実施
する。

備品維持管理の基準を満たすよう日常点検、定期点検、日常
の清掃等を行っている。点検にあたっては、備品の劣化・損傷
など、老朽化や利用者の安全性、快適不具合を発見した際に
は、速やかに区に報告している。
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環境対策（区の環境施策を理
解し、省エネ、省資源など地球
環境に配慮した管理運営がな
されているか）

4 / 5

引き続き、区の環境マネジメント方針を遵守した施設運営に
努めていただきたい。

4 / 5

施設の利用促進のため、積極
的な広報活動に取り組んでい
るか

4 / 5

講座やイベントごとのチラシの作成、デジタルコンテンツで
の発信に注力した結果、SNSのフォロワー数は増加し、HP
の閲覧数も着実に増加傾向にある。

4 / 5

【業務改善に関する事項】

アンケート結果への対応（利
用者アンケートの結果を踏ま
えた対応は適切か）

4 / 5

アンケートの集計結果については、職員会議を通して職員
間で情報共有を図っている。また、月一回の定例会で、区
にもアンケート結果を報告している。今後も、、アンケート結
果を踏まえて、改善点を反映させた運営に努めていただき
たい。

4 / 5

要望への対応（利用者からの
苦情や要望等を把握する取組
はなされているか、その対応
は迅速かつ的確か）

4 / 5

利用者からの苦情や要望等について、日報や職員会議で
共有し、職員全員で改善点を図っている。今後も、職員で
事例を共有し、大きなトラブルに発展することのないように対
応していただきたい。

4 / 5

150 / 195 二次評価合計 150 / 195

評価点割合（%)

＊サービス水準の採点方法

　（５点：達成率100％以上、４点：達成率90％以上100％未満、３点：達成率70％以上90％未満、 ２点：達成率50％以上70％未満、１点：達成率50％未満）
＊管理運営等の採点方法

　　１点：要求水準を著しく下回っている）

講座・イベントの参加者やパネル展閲覧者へ
実施内容や施設全般に対する声を収集する
ため積極的にアンケート協力依頼を行う。

アンケートは、講座・イベント担当者が集計して提案事業報告
と共に情報共有を図っており、課題等があれば職員会議等で
対応策を検討することにしている。

アンケート結果を踏まえ、職員会議等での情
報共有や対応策の検討・策定を行う。

苦情や要望があった場合は迅速に対応し、日報や職員会議
等で情報共有するとともに今後の対応策を検討している。

一次評価合計

評価点割合（%) 76.9% 76.9%

　（５点：要求水準を上回る成果を出している、４点：要求水準どおりの成果を出している、３点：要求水準を概ね満たしているが、工夫の余地がある、２点：要求水準を満たしていない、

一次評価（指定管理者）

【自己評価（令和７年度）】

１．利用価値向上の視点
　令和7年度は二期目の初年度として引き続き安全を確保しながら事業運営を行いつつも、設設備工事等により日曜日の臨時休館日が例年より5.5日増加したことや、荒川河
川敷で開催されていた東京都高校駅伝大会の会場の変更等の影響もあり、前同比92%と減少した。
　駐車場利用台数とシャワー室利用者数もそれぞれ前同比89％、前同比84％と前年割れとなったが、シャワー室利用金額は令和7年度から料金変更があり、前同比118%と伸
長した。多目的室は空調設備工事のため2か月間利用停止となった影響が大きく、前同比65%となった。
　全体的に各数値は減少したものの、コロナ禍以降初めて施設全体を使った周年記念イベントを開催し、親子をはじめ多くの方にご来場いただき、施設や事業の知名度アッ
プに貢献した。

２．人材育成機関の視点
　講座・イベント・パネル展・出張講座は99回実施した。講座については、令和7年度より荒川河川敷で開催される区のイベントや立地に関わる講座を新たに開催した。特に、
災害をテーマとした「災害時の「待てない！」トイレとごみ問題」は、なかなか知り得ない深刻な問題を理解し、普段の準備についてあらためて考えるきっかけとなり、大変好評
だった。また、くらしと観光課の協力のもと展示した花火大会のパネル展や板橋CITYマラソンに向け開催したランニングクリニックの講座も満足度の高いものとなった。
　つくりかえ名人養成講座も継続しているが、講座修了者が一般講座の講師アシスタントを務めることが定着化し、定員増加に寄与している。
　さらに、館内のコンポストを利用し生ごみたい肥作りを行う年間を通じたコミュニティ活動は5期目となった。令和7年度は廃棄予定の容器を利用して自宅用のコンポストを自ら
作成するWSを開催し、家庭での生ごみ削減を加速させるものとした。
　子ども服交換会は、エコポリスセンター30周年イベントに合わせ初めてエコポリスセンターで開催したが、多くの方が参加し盛況であった。館内で開催した子ども服交換会や
おもちゃ交換会は事前申込制が定着し、申込み多数となった場合は追加枠を設け、より多くの方のご要望に応えるよう対応した。
　開館20周年まつりでは、アップサイクルや分別・リサイクル・リユースについて知識を深める企画を実施し、多くの方にご来場いただいた。

３．能動的活動の視点
　リユースの意識が高まりつつある中、家具の回収点数は目標を下回ったが、令和７年度より家具の受入方法を変更し、下見・回収と持込のハイブリッド方式にしたところ、受入
点数は前同比123%と伸長した。また、ショップで受入れる衣類・雑貨の提供者数も前同比109%と増加した。
　家具の販売は、購入後の運搬をお手頃価格で行う業者の撤退により、自力で運搬できず購入を躊躇するケースが増加したことも影響し、販売点数は前同比75%となったが、
ショップで販売する衣類・雑貨の販売点数は前同比102%と増加した。
　NPO法人や関係団体と積極的に連携を行い講座やパネル展を実施した一方、職場体験の依頼は少なく目標値に届かなかった。

環境への配慮として、空調温度の管理、利用
者のいないスペースの消灯、グリーンカーテ
ン実施等を行う。また、3R活動を徹底し、廃棄
物や最終処分量の削減を推進する。

利用に支障のない範囲での減灯や夏季はグリーンカーテンを
実施している他、敷地内で収集される草木は可燃ごみとせず
全て腐葉土作りに利用している。消耗品等はエコマーク商品を
優先して購入している。空調による室内温度は、夏季28度、冬
季20度を設定している。

施設の認知向上および利用促進のため、月
間情報誌および特別号の発行、HPの随時更
新、対応SNSの拡大等を実施する。

講座やイベント実施時に、必要に応じ個別の専用チラシを作
成・配布し集客を図った。また、HPの記載内容をよりわかりや
すくするとともに、Facebook、X、Instagramでより多くの層への
情報発信を推進している。
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＊総合評価の採点方法（二次評価の合計点）…特に優れている（９割以上）、優れている（８割以上）、適正である（６割以上）、やや劣る（４割以上）、劣る（４割未満）

【評価できる点】
１　リサイクル家具の受入れ方法変更による利便性の向上が、受入れ点数の増加へと繋がり、衣類・雑貨の提供者数の増加と合わせて、生活者の高まるリユース意識の受け皿
となっている。
　
２　連続講座の「ゼロ・ウェイスト・プロジェクト」を４回実施した。多分野の講師を招待し、ワークショップの実施など、開催方法を工夫したことによって、４回とも盛況となり、環境・
リサイクル意識の啓発に貢献した。

３　区が荒川河川敷で実施する大規模イベントの開催に合わせて、イベントに関連した展示や事業を実施するなど、区との連携を意識した取組みを積極的に行っている。

４　施設が取組む事業や不用品の販売について、各種ＳＮＳでの発信を継続的に行っており、フォロワー数も右肩上がりで増加している。

５　月２回開催しているプレイランド、近隣小学校や区立図書館での出前講座など、児童を対象とした工作教室についても年間を通して継続的に実施し、リピーターがメインで
はあるが少しずつ新規参加者も増えてきており、利用者増に貢献している。

６　開館２０周年を迎え、３Ｒをテーマにした大規模な祭りを実施するなど、地域住民に施設の存在感を示すことが出来た。また、人気イベントを出張開催するなど、アウトソーシ
ングにも取組む姿勢を見せた。
【改善すべき点】
１　多目的室の利用について、例年と比較して休館日は多かったが、それが無かったとしても目標値の達成は難しい状況であった。引続き既存の利用者に対しては継続的な
利用を、新規の利用者に対しては利用しやすくなるような取り組みを検討していただきたい。

２　講座・イベントの満足度が高いことを踏まえ、ＳＮＳ等をさらに積極的に活用し、施設の取り組みの発信を強化していただきたい。

３　各講座・イベントの開催にあたり、啓発効果をより高めるために、講座のWeb化導入やアウトソーシングを前向きに検討していただきたい。

４　家具の受入れ点数は増加しているが、販売点数が目標値を大きく下回っている。即売となる良品だけでなく、展示する家具全体の質を上げるなど、利用者の購買意欲
を刺激する運営を期待したい。

５　生活者が求めていることや、関心のあることを的確に把握し、各種講座・イベント等をはじめ、民間企業の持つノウハウを存分に発揮した企画を提案していただきたい。

経営基盤に関する評価
（中間年）

二次評価
（所管課）

総合評価

適正である
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